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１．研究計画の概要 
急速な高齢化が進行するわが国では、高齢者
の生活の質を維持向上させるために、骨折の
原因となる骨粗鬆症（Osteoporosis: OP）、お
よび膝痛、腰痛、歩行障害の原因となる変形
性関節症（Osteoarthritis: OA）の予防が焦
眉の課題となってきたが、わが国における
OP、OAの疫学研究は少なく、疾病予防対策
を立てる上で大きな障害となっていた。そこ
で、本研究において、我々は従来長期追跡を
行ってきた住民コホートにさらに長期の追
跡を行うと同時に(長期コホート)、このコホ
ートを母体として、対象者の枠を拡大し、大
規模住民コホートとして新たにベースライ
ン調査を行い情報を収集する(拡大コホート)。
これらを追跡することにより、OP、OAの発
生率を推定し、それらに影響を及ぼす要因を
明らかにする。さらにこれら疫学指標の国際
比較も行う。 
 
２．研究の進捗状況 
 初年度には長期コホートの追跡と同時に
拡大コホートのベースライン調査を終了し、
3,040 人の一般住民からなる骨関節疾患予防
データベースを完成した。これを用いてわが
国の OP、OA 有病率を推定した（腰椎 OP:
男性 3.4％、女性 19.2％、膝 OA:男性 42.0%、
女性 61.5%、腰椎 OA：男性 80.6%、女性
64.6%）2年目はまず長期コホート結果から、
40-79 歳の男女の腰椎での OP 発生率を、男
性 55.6/10,000人年、女性 231.7/ 10,000人年
と推定した。さらに女性の腰椎 OAの存在は
OP については予防的に働くこと、男性の血
清 free testosterone値がOPの予測に関与す
る可ことを明らかにした。拡大データベース
から OP、OAに関連する要因について解析を
行い、肥満、過去の職業における動作が関連
すること、またこれら有病率には地域差が存

在することを明らかにした。さらに、OP と
OA のいずれかを有するものは 70 歳以上で
は 95％と大多数に達することを示した。3年
目には、まず長期コホート結果から、40-79
歳の男女において、血清骨代謝マーカー
PINP、CTX、NTXが女性における腰椎での
OP 発生を予測することを明らかにした。拡
大データベースの解析については、メタボリ
ックシンドロームの構成要素の個数が増加
するにつれて膝 OA の頻度が増加すること、
膝 OA、膝痛、腰椎 OA、腰痛と生活の質に
密接な関連が認められることを明らかにし
た。さらに、国際共同研究から、高齢男性の
血中テストステロンレベルには人種差が存
在することを明らかにした。加えて平成 22
年度は、ベースライン調査から 3年を経て
行った拡大コホートの第 2回調査が完了し、
総数 2,622 人(男性 892 人, 女性 1,770 人、
追跡調査対象者の参加率 84%）と良好な参
加率を得た。今後の継続研究により、追跡
調査結果を解析し、OP,OAのみならず要介
護の原因となる運動器疾患（ロコモティブ
シンドローム）の疫学指標の解明に取り組
む予定である。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
当初の研究計画通り、統合コホートの構築に
成功し、追跡調査も終了した。OPの発生率、
OA の有病率とその患者数も推定し得た。さ
らに OP、OAに関連する要因についても国際
共同研究を含めておおむね順調に進捗した。 
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今回の追跡調査結果を詳細に解析するとと
もに、さらに 6年目の第 3回調査の開始に
向けて準備を行う。 
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